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功グ年招け呵痘）、「第占臥鹿夜考斎人格ビル頚碑男顔」

を呆兼そやてし辛仁、、空車Lrて、

舟渦、和革をエビてい甘さ働、弓、Lt射F象卦、ネ鼻lこ

ね危うことp、lでききしト

〔作戸、け〈の千を目早断て入って閥も丁か∴綿射、、、
）／ふ巾フヒ勢、、Lア当事しト

帖ノヒ断て律r　医も卑ううL・触月旦弟Tr＝瞬間、

恒帰一て鷹律わけナJ照に打、阜ひい鯛射、＝宙に

客7恒汗半

丁紅仁」と乳凋し辛。

触圧巌て再帰、巾細とレ1、1うり上しケ笹の．山

蕗申、守汗ソしけP、のJ律動や17才干射挿ノ

吹申す濁しでしまう　竹掃射畑射し

締射、音汗、納車恒久て再さ行し†て・

何軒わ再し、・炉亘絶佳ザしてこ斥ドしてい3丸

顔ひ緯冊牒け＼ごモ叫・t・・輝曲射＼止し車耳目頼まず．、

丸軍∴材て高村去つ、＼さて、す
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畑、吊、写掃射二Ltわ＼くと、珠射凍り・牽、泉モ塔しまれ

ニ…、大町イ恒射す半生そUHl長持＼あうろ′こ

射主夫杵組か釦†∴手まめ喜八しそ人間打者とl∂

夏漣の摩弟巧鍋へと、向が貢レ‡うということlて似て日比

常、再しトぐ

「旦Jミ」こ、、あ拍榊、二両上場れrJいサ持、「打＼ミ上林、、

針lT細－巧、コヾi血レr計や巧いLLt＼、†こト、tL，てい　二に

敵いま仁動、このヤーて巧く夕、り県名しそユセてtl付こし’く

来客9、t才日吉本　Yの巨動l＼T毎け」や〔緋と」が、、

人間一輝おれlt弓巧仁丹い抹スして針わけ巧（亨摘・
飲）lて戊う。り鼻と弓再こものて1才あり音せし♂

布幸三摘ヤ欄綺稚苗に折、ての巧帥牛なp彗再に呵3

7叫揉練′′に）・lLi耳狩りわれ、、トドており可．

川　桁抽祖をしト

人絹足再押し目」症へ。右決とし、漣か再p、・、
㌢射」｝つてレ打トリ、牛じいス貴びあさlニもやしゃ叫甘

（紬への即かり久万、仕草のかキ首線かて働、して
しま7て＼、トをう仁丹＼・昔年。

一一ノ

ロ∵㍉旬

、＿＿／

、、＿＿′′



牛じ雄両耳寸＼の帰納拍ビ守日的柏の
て、11かl月やL＼′■

＼奉‡勿二㌦方再「碩？、藩い」と辟してし辛ト丁目うして

「亨冊こし、∴′．′と肯、・れト

ニ…言アユンのかいrて体退転環右折車考イ碑拍車

C射こけ均しらしr㌃㌣吊二二ヒです。

車♀恒緑う、て凋†書毘針Zイ漱ごと乱

乳締、蒔‰rJことて吊あ再セし．

口付、机精出、車ド吊、1日、、如き、ご寮尊、に徒1、

里い車高、且′‥′し打で・も▲4才、■（ことし呵軽で、

あさと′誓、＝∃司。

「才や、叫、言う音摘Tすく、射手嗜札等ご甘身戸、1＼「車的」～l・

いGフしセ39、う。

堆l冊催して、’し音う和嫁でLP、ないおけ、＼解詑旗揚イン什ふ

と、止、のけ一一レハ。号、の在か二者ナさ、録か壬ヒ面謀を1せ71車甘さ、

豹をへの入門了か拝し、、持万「ここと、官し了正矩鹿の子的．7、、

いGァしてを厨町壬の孝をヒして∴r如争、l考（衆毘）連」を

埠的て小冊そ、t言こと、こ山で車頼子凄てし切り、

祝福1人てい言の「ご■と緻し、しを可や

㍑動て。／㊦作に　ついかせて　車ド（こ　すで一子紅巨

象爪し、フ珊巨や＼、モトヤt’妬滴の貢に尽77しまフ7

再訂恒思再来
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解約額帖′入凋十71fしの前lこし甘、
レーの『偽解　適え』戸や、呵サ帰し－きしト

請手車J綾と過し、丹後・了動画硝嵐．につ＝ても

竹頼モ歴しい13こと軒㍗持ちと滞っておりますb

射机の貴官r才打和重のr∂p＼戸、ら、

和露解け動の巧守巨帝政して木月巨LLU、、

緩′～7才考月号絹1ビて、車丁ご’（こと巨、lてIlきhJこ。

これらの卑フ・tきそ、拉え町竹鮎へとフ√か丁いて射諷す。

叫鉦牒翫灘叫舷招媚して中江
あ牛仁と主黒十・ましてp


